
 

消 防 危 第 2 7 3 号 

消 防 特 第 1 4 7 号  

令和２年 11月 17日  

 

各都道府県消防防災主管部長 

 東京消防庁・各指定都市消防長 

 

消防庁危険物保安室長 

消防庁特殊災害室長 

 

プラント保安分野における AI信頼性評価ガイドライン等の送付について 

 

 プラント等における危険物施設は、使用期間の長期化傾向が見られる中、AI・IoT等のデ

ジタル技術の活用により、より効果的に予防保安・維持管理を実現することが重要であり、

プラント事業者においても、自主保安等のために AIを導入する事例が見られているところ

です。 

 これを踏まえ、消防庁では、厚生労働省、経済産業省と共同で開催している「石油コンビ

ナート等災害防止３省連絡会議」において、プラント事業者が AIを導入する際の課題解決

に資するため、導入する AIの信頼性を事業者が評価するための考え方を示した「ガイドラ

イン」及びプラントにおける AI 導入成果等をまとめた「事例集」を、別添１のとおり取り

まとめましたのでお知らせします。 

各都道府県消防防災主管部長におかれましては、貴都道府県内の市町村（消防の事務を処

理する一部事務組合等を含む。）に対しても、この旨を周知されますようお願いします。 

なお、このことについては、別添２のとおり、関係事業者団体に対しても通知しています

ので、参考としてください。 

 本通知は消防組織法（昭和 22年法律第 226号）第 37条の規定に基づく助言として発

出するものであることを申し添えます。 

 

 

 

 

殿 

（問い合わせ先） 

消防庁危険物保安室 

特殊災害室 

担当： 勝本 

TEL 03-5253-7524 

FAX 03-5253-7534 
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1
1

主
要

な
品

質
低

下
リ

ス
ク

が
発

⽣
す

る
原

因
に

つ
い

て
検

討
を

⾏
い

記
録

す
る

。

か
？

 
- 環

境
の

変
化

：
季

節
、

天
気

、
昼

夜
、

気
温

、
⽴

地
な

ど
 

- 製
品

特
性

の
変

化
：

種
類

、
成

分
な

ど
 

- プ
ラ

ン
ト

の
状

態
の

変
化

：
⽴

ち
上

げ
時

、
通

常
時

な
ど

ー
ー

ー
ー

ー

1
2

そ
の

検
討

結
果

に
基

づ
き

、
デ

ー
タ

の
設

計
を

⾏
い

必
要

な
属

性
等

に
反

映
す

る
。

・
プ

ラ
ン

ト
分

野
に

お
け

る
「

品
質

低
下

リ
ス

ク
が

発
⽣

す
る

原
因

」
の

検
討

結
果

に
基

づ
い

た
デ

ー
タ

設
計

を
⾏

い
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

2
3

シ
ス

テ
ム

全
体

で
の

利
⽤

品
質

低
下

リ
ス

ク
と

そ
の

影
響

に
つ

い
て

、
⼯

学
的

に
⼀

定
の

網
羅

性
を

持
つ

分
析

を
⾏

い
、

⽂
書

と
し

て
記

録
す

る
。

・
「

⼯
学

的
に

⼀
定

の
網

羅
性

を
持

つ
分

析
」

と
し

て
、

安
全

関
連

系
全

体
の

SI
L評

価
や

、
FT

A、
ST

AM
P/

ST
PA

等
の

⼯
学

的
リ

ス
ク

分
析

に
係

る
既

存
の

情
報

が
あ

れ
ば

、
そ

れ
を

活
⽤

し
ま

し
た

か
？

・
既

存
の

⼯
学

的
分

析
が

な
い

場
合

は
、

⼀
定

の
網

羅
性

を
持

つ
分

析
を

新
た

に
実

施
し

ま
し

た
か

？

ー
ー

ー
ー

ー

2
4

そ
れ

ぞ
れ

の
リ

ス
ク

に
つ

い
て

対
策

の
要

否
を

分
析

し
、

機
械

学
習

要
素

へ
の

⼊
⼒

に
お

い
て

そ
の

リ
ス

ク
に

対
応

す
る

特
徴

と
な

る
属

性
に

つ
い

て
分

析
を

⾏
う

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

2
5

ま
た

、
応

⽤
に

即
し

た
機

械
学

習
要

素
の

⼊
⼒

を
も

た
ら

す
環

境
の

特
徴

に
つ

い
て

、
機

械
学

習
の

容
易

さ
な

ど
の

分
析

を
⾏

い
記

録
す

る
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

2
6

こ
れ

ら
の

分
析

結
果

に
基

づ
い

て
属

性
と

属
性

値
の

セ
ッ

ト
の

検
討

を
⾏

い
、

そ
の

決
定

の
経

緯
を

記
録

す
る

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

7
Lv

2に
加

え
て

、
以

下
の

活
動

を
⾏

う
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

8

シ
ス

テ
ム

の
利

⽤
環

境
の

特
徴

量
と

し
て

捉
え

る
べ

き
要

素
に

つ
い

て
、

過
去

の
⾃

⼰
・

他
者

の
検

討
結

果
な

ど
の

⽂
献

調
査

を
⾏

い
、

必
要

な
集

合
の

抽
出

に
⾄

る
検

討
経

緯
を

記
録

す
る

。

・
プ

ラ
ン

ト
分

野
に

お
け

る
「

利
⽤

環
境

の
特

徴
量

と
し

て
捉

え
る

べ
き

要
素

」
と

し
て

、
以

下
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

 
- 環

境
の

変
化

：
季

節
、

天
気

、
昼

夜
、

気
温

、
⽴

地
な

ど
 

- 製
品

特
性

の
変

化
：

種
類

、
成

分
な

ど
 

- プ
ラ

ン
ト

の
状

態
の

変
化

：
⽴

ち
上

げ
時

、
通

常
時

な
ど

ー
ー

ー
ー

ー

9

シ
ス

テ
ム

全
体

の
利

⽤
時

品
質

低
下

リ
ス

ク
に

つ
い

て
も

、
そ

の
シ

ス
テ

ム
の

応
⽤

分
野

に
即

し
た

過
去

の
検

討
結

果
な

ど
を

調
査

し
、

取
捨

選
択

の
経

緯
も

含
め

て
検

討
経

緯
を

記
録

す
る

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

10
ま

た
、

シ
ス

テ
ム

全
体

の
利

⽤
時

品
質

低
下

リ
ス

ク
に

つ
い

て
は

、
Fa

ul
t T

re
e 

An
al

ys
isな

ど
の

⼯
学

的
分

析
を

⽤
い

た
抽

出
も

⾏
い

、
そ

の
結

果
を

記
録

す
る

。

・
「

⼯
学

的
分

析
」

と
し

て
、

安
全

関
連

系
全

体
の

SI
L

評
価

や
、

FT
A、

ST
AM

P/
ST

PA
等

の
⼯

学
的

リ
ス

ク
分

析
を

⾏
い

ま
し

た
か

？
（

Lv
3に

お
い

て
は

必
須

）
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
プ

ラ
ン

ト
で

の
全

て
の

利
⽤

状
況

を
被

覆
し

て
い

る
か

分
析

す
る

た
め

に
、

現
場

の
プ

ラ
ン

ト
エ

ン
ジ

ニ
ア

に
よ

る
要

求
分

析
を

⾏
い

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
カ

メ
ラ

等
で

の
認

識
を

⾏
う

AI
の

場
合

、
認

識
対

象
と

す
る

設
備

の
箇

所
や

状
態

を
絞

り
込

み
ま

し
た

か
？

ー


保
温

材
が

巻
か

れ
て

い
る

配
管

を
取

り
扱

う
場

合
は

、
配

管
そ

の
も

の
の

劣
化

で
は

な
く

、
保

温
材

の
劣

化
が

対
象

と
な

る
点

に
注

意
す

る
。

ー
ー

ー

ー
ー

・
設

備
の

状
態

の
変

化
を

検
知

・
予

測
す

る
AI

の
場

合
、

検
知

・
予

測
対

象
と

す
る

箇
所

や
状

態
を

絞
り

込
み

ま
し

た
か

？


腐

⾷
の

種
類

に
よ

っ
て

「
デ

ー
タ

設
計

の
⼗

分
性

」
「

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
被

覆
性

」
の

評
価

に
も

影
響

す
る

た
め

、
ど

の
腐

⾷
を

対
象

と
す

る
か

と
い

う
点

ま
で

絞
り

込
む

。

ー


製

造
条

件
に

よ
っ

て
変

化
す

る
製

品
の

成
分

値
に

対
し

て
、

ど
の

成
分

値
の

範
囲

ま
で

を
対

象
と

す
る

か
検

討
す

る
。

製
造

す
る

製
品

が
異

な
る

場
合

だ
け

で
な

く
、

流
体

(※
)や

プ
ロ

セ
ス

が
変

わ
っ

た
場

合
も

含
む

。
(※

)混
相

流
・

多
相

流
の

配
分

変
化

な
ど


ど

の
箇

所
の

ど
の

よ
う

な
異

常
を

対
象

と
す

る
の

か
に

よ
っ

て
、

「
デ

ー
タ

設
計

の
⼗

分
性

」
「

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
被

覆
性

」
の

評
価

に
も

影
響

す
る

た
め

、
ど

の
箇

所
の

ど
の

よ
う

な
異

常
を

対
象

と
す

る
か

と
い

う
点

ま
で

要
求

を
特

定
す

る
。

ー

ー
ー

・
要

求
に

⼯
学

的
因

果
関

係
の

説
明

が
含

ま
れ

る
場

合
、

活
⽤

す
る

上
で

必
須

か
ど

う
か

を
確

認
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー


異

常
の

検
知

と
、

そ
れ

に
関

連
す

る
変

数
と

の
間

で
、

⼯
学

的
に

意
味

の
あ

る
因

果
関

係
が

不
明

で
あ

っ
て

も
、

相
関

の
み

で
活

⽤
す

る
こ

と
は

妨
げ

な
い

。
ー

ー
ー

・
学

習
だ

け
で

な
く

交
差

検
証

や
汎

化
性

能
等

が
確

か
め

ら
れ

る
デ

ー
タ

量
が

確
保

で
き

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
ユ

ー
ザ

企
業

か
ら

、
課

題
解

決
に

繋
が

る
デ

ー
タ

が
提

供
さ

れ
て

い
ま

す
か

？
も

し
く

は
⽣

成
、

獲
得

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
課

題
の

モ
デ

ル
化

に
際

し
て

、
学

習
⽤

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
説

明
変

数
の

数
・

因
果

関
係

の
数

が
複

雑
過

ぎ
る

、
も

し
く

は
単

純
す

ぎ
る

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
？

ま
た

、
多

重
共

線
性

は
考

慮
し

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
運

⽤
中

の
⼊

⼒
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
異

常
な

動
作

に
繋

が
る

よ
う

な
、

ま
た

は
悪

意
の

あ
る

デ
ー

タ
を

検
知

し
、

排
除

す
る

機
構

を
実

装
し

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
既

存
の

 A
I 適

⽤
先

の
経

験
を

、
次

の
開

発
に

技
術

と
し

て
反

映
で

き
る

プ
ロ

セ
ス

、
体

制
が

構
築

さ
れ

て
い

ま
ー

ー
ー

ー
ー



定
要

素
増

加
を

招
く

可
能

性
を

把
握

す
る

。

14
Lv

１
の

要
求

を
全

て
満

た
す

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

15

特
に

重
要

と
考

え
ら

れ
る

リ
ス

ク
要

因
に

つ
い

て
は

、
原

則
と

し
て

pa
ir-

wi
se

 c
ov

er
ag

eの
基

準
を

満
た

す
こ

と
。

具
体

的
に

は
、

「
そ

の
原

因
の

組
み

合
わ

せ
の

属
性

値
」

と
、

「
そ

の
属

性
値

の
属

す
る

属
性

以
外

の
全

て
の

属
性

に
つ

い
て

、
属

性
に

含
ま

れ
る

属
性

値
を

１
つ

ず
つ

個
別

に
選

択
し

た
も

の
」

の
組

み
合

わ
せ

の
ケ

ー
ス

を
含

む
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

16
⼯

学
的

な
検

討
に

基
づ

き
、

属
性

の
網

羅
基

準
を

設
定

し
、

そ
の

網
羅

基
準

を
満

た
す

属
性

値
の

組
み

合
わ

せ
の

集
合

を
ケ

ー
ス

と
し

て
設

定
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

17

網
羅

基
準

の
厳

密
さ

（
pa

ir-
wi

se
 c

ov
er

ag
e、

tri
pl

e-
wi

se
 c

ov
er

ag
e等

）
は

、
製

品
の

利
⽤

状
況

や
リ

ス
ク

の
重

⼤
さ

な
ど

を
加

味
し

て
設

定
さ

れ
る

こ
と

。
必

要
な

場
合

に
は

、
個

別
の

リ
ス

ク
に

応
じ

て
リ

ス
ク

毎
に

基
準

を
個

別
に

設
定

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
リ

ス
ク

要
因

に
関

連
す

る
属

性
が

抽
出

で
き

て
い

る
か

、
現

場
の

プ
ラ

ン
ト

エ
ン

ジ
ニ

ア
に

よ
る

ケ
ー

ス
確

認
を

⾏
い

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
カ

メ
ラ

等
で

の
認

識
を

⾏
う

AI
の

場
合

、
認

識
対

象
と

す
る

設
備

の
箇

所
や

材
質

な
ど

に
よ

っ
て

、
デ

ー
タ

の
範

囲
や

取
得

容
易

性
が

変
わ

る
こ

と
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー


配

管
に

よ
っ

て
塗

装
や

防
錆

塗
装

あ
る

い
は

配
管

そ
の

も
の

の
地

肌
の

⾊
が

異
な

っ
て

い
る

の
で

、
そ

れ
ら

の
違

い
を

加
味

し
て

精
度

を
確

保
す

る
。


配

管
上

に
積

雪
が

あ
る

ケ
ー

ス
等

、
画

像
に

よ
り

直
接

配
管

外
⾯

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

場
合

が
あ

る
こ

と
を

把
握

す
る

。

ー
ー

ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

の
品

質
が

⼀
定

に
保

た
れ

る
よ

う
に

、
ル

ー
ル

の
整

備
を

⾏
い

ま
し

た
か

？
ー


撮

影
⽅

法
の

ル
ー

ル
・

留
意

点
の

整
備

に
よ

り
デ

ー
タ

の
品

質
を

⼀
定

レ
ベ

ル
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
ー

ー
ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

の
品

質
の

ブ
レ

を
モ

デ
ル

で
吸

収
す

る
場

合
、

シ
ス

テ
ム

の
複

雑
化

・
不

確
定

要
素

の
増

加
を

招
く

可
能

性
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー


画
像

の
ブ

レ
に

対
処

す
る

た
め

モ
デ

ル
に

よ
り

吸
収

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

が
、

シ
ス

テ
ム

の
複

雑
化

・
不

確
定

要
素

の
増

加
を

招
く

可
能

性
を

把
握

す
る

。
ー

ー
ー

ー
ー

・
対

象
と

す
る

製
品

の
製

品
特

性
（

種
類

、
成

分
な

ど
）

の
範

囲
に

対
し

て
、

そ
れ

ら
の

デ
ー

タ
の

収
集

可
能

性
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー


対

象
と

す
る

製
品

の
成

分
値

の
範

囲
に

対
し

て
、

そ
れ

ら
の

学
習

デ
ー

タ
が

収
集

で
き

る
か

ど
う

か
検

討
す

る
ー

ー

ー
ー

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

デ
ー

タ
を

利
⽤

す
る

場
合

、
環

境
要

因
の

変
化

が
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
で

考
慮

さ
れ

て
い

る
か

確
認

し
ま

し
た

か
？

ー
ー


シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

デ
ー

タ
を

利
⽤

す
る

場
合

、
環

境
要

因
の

変
化

（
例

：
⾼

湿
度

→
低

湿
度

）
が

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

で
考

慮
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
。


デ

ー
タ

セ
ッ

ト
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
取

得
す

る
場

合
は

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

妥
当

性
を

⼗
分

検
証

す
る

。


デ

ー
タ

セ
ッ

ト
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

で
取

得
す

る
場

合
は

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
の

妥
当

性
を

⼗
分

検
証

す
る

。


デ
合

は

ー
ー

・
デ

ー
タ

の
収

集
に

お
い

て
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

の
直

後
は

傾
向

が
変

わ
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
検

討
し

ま
し

た
か

？
ー

ー


部

材
の

変
更

直
後

は
基

本
的

に
「

劣
化

無
し

」
の

デ
ー

タ
と

し
て

よ
い

。
「

劣
化

な
し

」
期

間
は

部
材

の
ス

ペ
ッ

ク
に

依
る

が
、

使
⽤

環
境

で
変

化
す

る
こ

と
に

注
意

す
る

（
過

去
の

交
換

頻
度

等
を

参
照

し
て

、
「

劣
化

な
し

」
と

す
る

期
間

を
決

定
す

る
）

。


部
材

の
変

更
直

後
で

「
慣

ら
し

運
転

 」
が

必
要

な
場

合
は

、
そ

の
期

間
は

デ
ー

タ
を

収
集

し
な

い
な

ど
の

管
理

を
⾏

う
。

ー
ー

1
18

テ
ス

ト
⽤

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
取

得
源

や
⽅

法
を

検
討

し
、

応
⽤

の
状

況
に

対
し

て
偏

り
が

な
い

こ
と

を
期

待
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

・
プ

ラ
ン

ト
分

野
に

お
け

る
「

応
⽤

の
状

況
」

を
抽

出
し

ま
し

た
か

？


「

応
⽤

の
状

況
」

と
は

、
こ

こ
で

は
対

象
と

す
る

配
管

や
観

測
の

頻
度

、
評

価
の

時
間

軸
（

リ
ア

ル
タ

イ
ム

の
予

測
を

⾏
う

か
等

）
な

ど
を

指
す

。
ー


「

応
⽤

の
状

況
」

と
は

、
こ

こ
で

は
対

象
と

す
る

設
備

の
種

類
や

稼
働

状
況

(常
時

／
⼀

時
、

負
荷

の
変

更
等

)な
ど

を
指

す
。


「

応
⽤

の
状

況
」

と
は

、
こ

こ
で

は
検

知
し

た
い

異
常

の
深

刻
度

（
ハ

イ
ア

ラ
ー

ム
／

ハ
イ

ハ
イ

ア
ラ

ー
ム

等
）

や
、

機
械

学
習

利
⽤

シ
ス

テ
ム

の
活

⽤
場

⾯
（

常
時

／
⼀

時
、

昼
間

／
夜

間
、

定
常

時
／

⾮
定

常
時

 
等

）
を

指
す

。

 ⾯ は
ス

象
設

1
19

各
ケ

ー
ス

毎
に

、
元

デ
ー

タ
か

ら
偏

り
の

な
い

サ
ン

プ
ル

抽
出

な
ど

を
⾏

い
、

偏
り

が
な

い
こ

と
を

期
待

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。

・
「

正
常

」
を

学
習

し
「

異
常

」
を

分
類

・
予

測
す

る
枠

組
み

で
あ

る
場

合
、

テ
ス

ト
⽤

デ
ー

タ
と

し
て

異
常

デ
ー

タ
の

網
羅

が
難

し
い

こ
と

を
検

討
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー


本

ケ
ー

ス
の

場
合

、
学

習
デ

ー
タ

と
し

て
異

常
時

デ
ー

タ
を

網
羅

す
る

こ
と

は
必

須
と

し
な

い
。

⼀
⽅

で
、

正
常

領
域

に
お

け
る

網
羅

的
な

サ
ン

プ
ル

抽
出

が
必

要
。

ー

1
20

こ
れ

ら
の

偏
り

を
⼊

れ
な

い
た

め
に

⾏
っ

た
活

動
に

つ
い

て
、

記
録

を
⾏

う
事

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

1
21

分
析

し
た

各
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

訓
練

⽤
デ

ー
タ

お
よ

び
テ

ス
ト

⽤
デ

ー
タ

が
⼗

分
に

存
在

す
る

こ
と

を
、

訓
練

フ
ェ

ー
ズ

や
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

フ
ェ

ー
ズ

な
ど

で
確

認
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

1
22

ケ
ー

ス
に

対
し

て
訓

練
⽤

デ
ー

タ
が

⼗
分

に
取

得
で

き
な

い
場

合
に

は
、

網
羅

基
準

を
⾒

直
し

て
緩

め
た

上
で

、
当

初
の

基
準

に
照

ら
し

て
個

別
に

シ
ス

テ
ム

結
合

テ
ス

ト
な

ど
で

確
認

す
べ

き
こ

と
を

記
録

し
て

お
く

こ
と

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー



属
性

が
あ

る
場

合
、

そ
属

性
に

関
す

る
分

布
を

抽
出

し
て

、
著

し
い

偏
り

が
な

い
こ

と
を

確
認

す
る

こ
と

。

28
Lv

2に
加

え
、

各
ケ

ー
ス

毎
に

、
中

に
含

ま
れ

る
デ

ー
タ

の
被

覆
性

に
つ

い
て

、
⼀

定
の

指
標

を
得

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

29
例

え
ば

、
特

微
量

抽
出

な
ど

の
技

法
を

⽤
い

て
、

ケ
ー

ス
組

み
合

わ
せ

に
含

ま
れ

る
属

性
値

以
外

の
デ

ー
タ

間
相

関
が

な
い

こ
と

な
ど

を
確

認
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

30
あ

る
い

は
、

各
ケ

ー
ス

毎
の

、
ケ

ー
ス

に
含

ま
れ

な
い

属
性

の
分

布
に

つ
い

て
、

あ
ら

か
じ

め
想

定
さ

れ
る

分
布

を
検

討
し

、
相

違
に

つ
い

て
分

析
を

⾏
い

記
録

す
る

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

取
得

源
が

正
し

い
か

ど
う

か
、

現
場

の
プ

ラ
ン

ト
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
確

認
し

ま
し

た
か

？
ー

ー


稼
働

デ
ー

タ
の

劣
化

有
無

ラ
ベ

ル
の

確
認

は
、

そ
の

判
断

が
適

切
に

⾏
え

る
専

⾨
性

を
持

っ
た

要
員

に
よ

っ
て

⾏
う

。
ー

ー

ー
ー

・
プ

ラ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
の

起
動

時
な

ど
⾮

定
常

状
態

の
デ

ー
タ

の
扱

い
を

考
慮

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
化

学
プ

ラ
ン

ト
で

は
状

態
が

常
に

変
化

す
る

た
め

、
幅

広
い

稼
働

状
態

の
デ

ー
タ

を
カ

バ
ー

す
る

必
要

が
あ

る
こ

と
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

を
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
で

取
得

す
る

場
合

は
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

の
妥

当
性

を
⼗

分
検

討
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
天

候
な

ど
の

「
外

乱
」

が
影

響
す

る
場

合
、

そ
れ

を
考

慮
し

た
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
に

な
っ

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー


天

な
っ

ー
ー

・
前

提
と

し
て

い
る

属
性

の
デ

ー
タ

の
範

囲
は

カ
バ

ー
で

き
て

い
ま

す
か

？


配

管
の

内
容

物
・

流
量

・
材

質
・

流
速

・
圧

⼒
な

ど
、

前
提

と
し

て
い

る
属

性
の

デ
ー

タ
の

範
囲

が
カ

バ
ー

で
き

て
い

る
か

注
意

す
る

。


周

囲
の

環
境

（
⽇

照
、

時
刻

な
ど

）
や

ド
ロ

ー
ン

撮
影

で
の

画
像

の
ブ

レ
な

ど
、

⼊
⼒

画
像

が
不

鮮
明

に
な

る
場

合
の

対
応

を
検

討
す

る
。


環

境
要

因
の

各
属

性
の

デ
ー

タ
の

範
囲

が
カ

バ
ー

で
き

て
い

る
か

注
意

す
る

。

ー
ー

ー

ー
ー

・
正

常
時

の
デ

ー
タ

を
扱

う
場

合
、

実
際

に
正

常
時

の
も

の
で

あ
る

こ
と

の
確

認
は

、
そ

の
判

断
が

適
切

に
⾏

え
る

専
⾨

性
を

持
っ

た
要

員
が

⾏
い

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー


正

常
時

デ
ー

タ
が

実
際

に
正

常
時

の
も

の
で

あ
る

こ
と

の
確

認
は

、
そ

の
判

断
が

適
切

に
⾏

え
る

専
⾨

性
を

持
っ

た
要

員
に

よ
っ

て
⾏

う
。

ー

ー
ー

・
⼈

間
の

操
作

や
⼿

順
等

を
学

習
す

る
場

合
、

偏
っ

た
ケ

ー
ス

設
定

に
な

っ
て

い
ま

せ
ん

か
？

ー
ー

ー
ー


ベ

偏
っ

ー
ー

・
デ

ー
タ

の
基

本
統

計
量

（
⽋

測
値

・
外

れ
値

の
割

合
、

平
均

・
分

散
・

共
分

散
な

ど
）

を
確

認
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
⼈

間
に

よ
る

ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
が

必
要

な
場

合
、

そ
の

管
理

の
⽅

策
（

ア
ノ

テ
ー

シ
ョ

ン
の

履
歴

の
記

録
等

）
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
正

常
／

異
常

の
判

断
な

ど
特

に
安

全
に

関
係

す
る

領
域

に
つ

い
て

、
特

に
テ

ス
ト

⽤
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

品
質

（
外

れ
値

や
⽋

損
が

な
い

こ
と

、
ラ

ベ
ル

が
正

し
い

こ
と

・
ラ

ベ
ル

を
付

し
た

⼈
が

明
確

で
あ

る
こ

と
、

取
得

⽇
時

や
場

所
・

来
歴

が
明

確
で

あ
る

こ
と

等
）

を
重

点
的

に
確

認
し

ま
し

た
か

？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

の
補

強
（

da
ta

 a
ug

m
en

ta
tio

nの
こ

と
。

例
え

ば
画

像
デ

ー
タ

を
左

右
線

対
称

に
し

た
デ

ー
タ

を
作

り
不

⾜
す

る
デ

ー
タ

を
増

や
す

こ
と

）
を

ル
ー

ル
ベ

ー
ス

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
で

⾏
う

場
合

、
そ

の
妥

当
性

を
⼗

分
に

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
補

強
(a

ug
um

en
ta

tio
n)

し
た

デ
ー

タ
が

適
切

で
あ

っ
た

か
評

価
し

ま
し

た
か

？
開

発
時

の
仮

定
に

対
し

て
、

運
⽤

時
に

得
ら

れ
る

追
加

デ
ー

タ
の

分
布

や
ラ

ベ
リ

ン
グ

に
対

し
て

適
切

で
あ

っ
た

か
評

価
し

ま
し

た
か

？

ー
ー

ー
ー

ー

1
ー

（
前

節
「

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
被

覆
性

」
Lv

1に
同

じ
。

）
ー

ー
ー

ー
ー

ー

1
31

テ
ス

ト
⽤

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
取

得
源

や
⽅

法
を

検
討

し
、

応
⽤

の
状

況
に

対
し

て
偏

り
が

な
い

こ
と

を
期

待
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
。

・
プ

ラ
ン

ト
に

お
け

る
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

取
得

源
や

取
得

⽅
法

に
注

意
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

1
32

各
ケ

ー
ス

毎
に

、
元

デ
ー

タ
か

ら
偏

り
の

な
い

サ
ン

プ
ル

抽
出

な
ど

を
⾏

い
、

偏
り

が
な

い
こ

と
を

期
待

で
き

る
よ

う
に

す
る

こ
と

。

・
実

測
値

デ
ー

タ
の

量
に

偏
り

が
あ

る
場

合
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

の
利

⽤
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

1
33

こ
れ

ら
の

偏
り

を
⼊

れ
な

い
た

め
に

⾏
っ

た
活

動
に

つ
い

て
、

記
録

を
⾏

う
事

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

1
34

分
析

し
た

各
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

訓
練

⽤
デ

ー
タ

お
よ

び
テ

ス
ト

⽤
デ

ー
タ

が
⼗

分
に

存
在

す
る

こ
と

を
、

訓
練

フ
ェ

ー
ズ

や
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

フ
ェ

ー
ズ

な
ど

で
確

認
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ケ
ー

ス
に

対
し

て
訓

練
⽤

デ
ー

タ
が

⼗
分

に
取

得
で

き
な



2
39

各
ケ

毎
に

、
中

に
含

ま
れ

る
デ

タ
被

覆
性

に
い

て
、

取
得

⽅
法

以
外

の
何

ら
か

の
積

極
的

な
確

認
を

⾏
う

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

2
40

例
え

ば
、

各
ケ

ー
ス

毎
に

、
そ

の
ケ

ー
ス

に
含

ま
れ

な
い

属
性

が
あ

る
場

合
、

そ
の

属
性

に
関

す
る

分
布

を
抽

出
し

て
、

著
し

い
偏

り
が

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

2
41

（
但

し
、

想
定

す
る

出
現

確
率

に
つ

い
て

は
想

定
事

象
の

全
集

合
に

対
し

て
⽐

較
す

る
。

）
ー

ー
ー

ー
ー

ー

42

訓
練

⽤
デ

ー
タ

の
全

体
集

合
の

量
、

レ
ア

ケ
ー

ス
の

出
現

確
率

を
⽐

較
し

て
、

レ
ア

ケ
ー

ス
の

デ
ー

タ
が

訓
練

に
不

⾜
す

る
場

合
に

は
、

レ
ア

ケ
ー

ス
の

学
習

を
重

点
化

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
こ

と
。

但
し

、
特

に
Lv

E2
が

要
求

さ
れ

る
場

合
に

は
、

重
点

化
に

伴
い

他
の

ケ
ー

ス
の

学
習

が
弱

化
す

る
こ

と
の

、
製

品
全

体
の

品
質

へ
の

影
響

に
つ

い
て

必
ず

検
討

を
⾏

う
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

43
前

節
L1

で
検

討
し

た
ケ

ー
ス

毎
の

デ
ー

タ
量

に
関

し
て

、
リ

ス
ク

に
対

応
す

る
ケ

ー
ス

に
お

い
て

⼗
分

な
デ

ー
タ

量
が

存
在

す
る

こ
と

を
明

⽰
的

に
確

認
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

44
Lv

S1
に

加
え

、
リ

ス
ク

事
象

毎
・

ケ
ー

ス
毎

の
出

現
確

率
の

想
定

に
基

づ
き

、
各

ケ
ー

ス
の

デ
ー

タ
量

を
事

前
に

⾒
積

も
り

設
計

す
る

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
各

ケ
ー

ス
の

テ
ス

ト
⽤

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

に
偏

り
が

な
い

か
、

現
場

の
プ

ラ
ン

ト
エ

ン
ジ

ニ
ア

が
確

認
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
設

備
切

替
・

保
守

点
検

等
に

よ
り

、
デ

ー
タ

発
⽣

の
頻

度
を

含
む

デ
ー

タ
特

性
が

変
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
検

討
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

取
集

間
隔

が
数

か
⽉

・
数

年
と

い
う

⻑
さ

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

プ
ラ

ン
ト

の
運

転
デ

ー
タ

と
の

紐
づ

け
に

注
意

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
前

提
と

す
る

範
囲

の
デ

ー
タ

が
偏

り
な

く
取

得
で

き
て

い
る

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
か

？


上
記

の
属

性
の

カ
バ

ー
す

べ
き

デ
ー

タ
の

各
範

囲
の

デ
ー

タ
量

が
⼗

分
で

あ
る

こ
と

に
注

意
す

る
。


上

記
の

属
性

の
カ

バ
ー

す
べ

き
デ

ー
タ

の
各

範
囲

の
デ

ー
タ

量
が

⼗
分

で
あ

る
こ

と
に

注
意

す
る

。


「
劣

化
な

し
」

と
し

て
想

定
す

る
様

々
な

状
態

の
稼

働
デ

ー
タ

が
偏

り
な

く
取

得
で

き
て

い
る

こ
と

。


正

常
デ

ー
タ

と
し

て
想

定
す

る
様

々
な

範
囲

（
昼

間
／

夜
間

、
定

常
時

／
⾮

定
常

時
、

季
節

の
違

い
等

）
の

デ
ー

タ
を

偏
り

な
く

取
得

す
る

。
ー

ー
ー

・
特

定
の

範
囲

の
デ

ー
タ

量
が

⼗
分

で
な

い
場

合
、

そ
の

範
囲

の
分

類
・

予
測

精
度

が
低

く
な

る
可

能
性

を
検

討
し

ま
し

た
か

？


あ

る
範

囲
の

デ
ー

タ
量

が
⼗

分
で

な
い

場
合

、
そ

の
範

囲
の

予
測

精
度

が
低

く
な

る
こ

と
を

認
識

す
る

。


あ
る

範
囲

の
デ

ー
タ

量
が

⼗
分

で
な

い
場

合
、

そ
の

範
囲

の
予

測
精

度
が

低
く

な
る

こ
と

を
認

識
し

て
お

く
。


あ

る
状

態
の

稼
働

デ
ー

タ
が

⼗
分

取
得

で
き

な
い

場
合

、
そ

の
状

態
か

ら
逸

脱
す

る
劣

化
を

検
出

す
る

精
度

が
低

下
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

認
識

す
る

こ
と

。


あ

る
範

囲
の

正
常

デ
ー

タ
が

⼗
分

取
得

で
き

な
い

場
合

、
そ

の
範

囲
で

は
異

常
を

検
出

す
る

精
度

が
低

下
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

認
識

す
る

。
ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

に
特

性
が

あ
る

場
合

、
選

択
バ

イ
ア

ス
、

情
報

バ
イ

ア
ス

、
交

絡
の

問
題

・
リ

ス
ク

を
評

価
し

ま
し

た
か

？
外

れ
値

や
⽋

損
値

の
除

去
・

訂
正

の
根

拠
、

措
置

⽅
法

に
つ

い
て

、
受

容
・

排
除

な
ど

の
ポ

リ
シ

ー
に

も
と

づ
い

て
⾏

い
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

1
45

テ
ス

ト
⽤

デ
ー

タ
と

し
て

必
要

な
デ

ー
タ

量
を

Po
C仮

定
や

過
去

の
経

験
か

ら
導

き
出

し
、

「
デ

ー
タ

の
被

覆
性

」
を

満
た

す
抽

出
プ

ロ
セ

ス
を

通
じ

て
⽤

意
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

1
46

テ
ス

ト
⽤

の
デ

ー
タ

の
ラ

ベ
ル

等
の

誤
り

及
び

外
れ

値
の

除
去

⽅
法

に
つ

い
て

検
討

し
実

施
・

記
録

す
る

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

1
47

訓
練

⽤
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
に

つ
い

て
も

上
記

に
準

じ
た

取
扱

い
と

す
る

。
た

だ
し

、
デ

ー
タ

の
分

布
の

取
り

⽅
に

つ
い

て
は

違
う

⽅
法

を
採

⽤
し

て
良

い
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

1
48

テ
ス

ト
段

階
に

お
い

て
⼀

定
量

の
誤

判
断

を
許

容
す

る
場

合
（

fa
lse

 n
eg

at
ive

/f
al

se
 p

os
iti

ve
で

扱
い

を
変

え
る

場
合

を
含

む
）

に
つ

い
て

は
、

そ
の

判
定

基
準

を
合

理
的

に
事

前
に

決
定

し
、

記
録

し
て

お
く

こ
と

。

・
プ

ラ
ン

ト
保

安
の

現
場

で
の

活
⽤

を
前

提
と

し
て

、
誤

判
断

の
許

容
⽔

準
に

つ
い

て
検

討
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー


本

ケ
ー

ス
の

場
合

、
誤

検
知

は
⼀

定
量

許
容

さ
れ

う
る

が
、

テ
ス

ト
に

使
⽤

で
き

る
異

常
デ

ー
タ

の
量

・
種

類
が

限
ら

れ
る

た
め

、
⾒

逃
し

の
発

⽣
率

は
極

限
ま

で
0に

近
づ

け
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 全
機

る
よ

全
機

い
）

ラ
メ

る
」

き
、

担
を

決
定

1
49

公
平

性
が

要
求

さ
れ

る
場

合
に

は
、

予
め

公
平

性
の

⽐
較

⼿
段

を
定

め
て

お
く

こ
と

。
対

照
テ

ス
ト

の
結

果
に

よ
る

場
合

に
は

、
そ

の
合

格
基

準
を

予
め

定
め

て
お

く
こ

と
。

・
（

「
公

平
性

」
は

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

対
象

外
）

ー
ー

ー
ー

ー

2
50

Lv
1に

加
え

て
以

下
の

対
応

を
取

る
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

2
51

テ
ス

ト
⽤

・
訓

練
⽤

デ
ー

タ
の

ラ
ベ

ル
の

正
当

性
に

つ
い

て
、

何
ら

か
の

追
加

的
な

確
認

⼿
段

を
検

討
す

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

正
解

率
（

Ac
cu

ra
cy

）
な

ど
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
段

階
で



55
に

加
え

、
学

習
成

熟
状

況
内

部
確

認
⼿

段
等

を
事

前
に

検
討

す
る

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

56
結

合
テ

ス
ト

以
降

の
製

品
全

体
で

の
検

証
計

画
と

機
械

学
習

要
素

の
テ

ス
ト

計
画

の
対

応
を

明
⽰

す
る

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

57

特
に

リ
ス

ク
が

⼤
き

い
ケ

ー
ス

を
中

⼼
に

、
製

品
レ

ベ
ル

の
テ

ス
ト

時
の

機
械

学
習

要
素

の
要

件
と

の
対

応
を

テ
ス

ト
計

画
に

反
映

し
、

そ
の

被
覆

状
況

を
監

視
・

確
認

す
る

こ
と

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
モ

デ
ル

の
精

度
評

価
基

準
に

つ
い

て
、

受
⼊

れ
先

（
プ

ラ
ン

ト
事

業
者

・
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
会

社
な

ど
）

と
合

意
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
強

化
学

習
を

⽤
い

る
場

合
で

も
、

運
⽤

開
始

前
に

品
質

を
テ

ス
ト

で
確

認
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー


強
ト

を
事

項

ー
ー

・
識

別
問

題
な

ら
ラ

ベ
ル

、
回

帰
問

題
な

ら
値

な
ど

問
題

に
よ

っ
て

つ
け

る
べ

き
正

解
値

が
変

わ
る

こ
と

を
考

慮
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
交

差
検

証
や

汎
化

性
能

等
に

使
⽤

す
る

訓
練

デ
ー

タ
と

テ
ス

ト
デ

ー
タ

を
独

⽴
し

て
分

離
・

管
理

し
て

い
ま

す
か

？
再

学
習

、
追

加
学

習
時

時
に

も
同

様
の

管
理

を
⾏

っ
て

い
ま

す
か

？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
学

習
後

の
正

答
率

、
損

失
関

数
の

残
差

は
、

⼗
分

に
収

束
し

て
い

ま
す

か
？

適
合

率
、

再
現

率
、

F 
値

は
⽬

標
に

達
し

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
学

習
・

再
学

習
過

程
の

正
答

率
及

び
損

失
関

数
の

残
差

は
、

異
常

な
変

化
を

⽰
し

て
い

ま
せ

ん
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
選

択
し

た
 A

I ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

お
よ

び
蒸

留
有

無
の

選
択

根
拠

、
ハ

イ
パ

ー
パ

ラ
メ

ー
タ

の
設

定
根

拠
は

明
確

に
な

っ
て

い
ま

す
か

？
ユ

ー
ザ

ー
・

ベ
ン

ダ
ー

間
で

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

の
選

択
根

拠
を

説
明

・
合

意
で

き
て

い
ま

す
か

？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
学

習
⽤

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

や
学

習
済

み
モ

デ
ル

の
サ

イ
ズ

削
減

の
必

要
は

あ
る

か
確

認
し

ま
し

た
か

？
そ

の
際

に
、

性
能

の
劣

化
は

ど
こ

ま
で

許
さ

れ
る

の
か

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

1
58

安
定

性
向

上
の

た
め

に
適

⽤
し

た
技

術
を

記
録

す
る

こ
と

ー
ー

ー
ー

ー
ー

1
59

 
Lv

1で
は

、
過

学
習

を
防

⽌
す

る
た

め
に

広
く

利
⽤

さ
れ

て
い

る
交

差
検

証
や

正
則

化
等

の
技

術
の

適
⽤

が
推

奨
さ

れ
る

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

2
60

近
傍

デ
ー

タ
に

よ
る

安
定

性
の

評
価

結
果

を
記

録
す

る
こ

と
ー

ー
ー

ー
ー

ー

2
61

 
Lv

2で
は

、
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
の

各
デ

ー
タ

の
近

傍
に

対
す

る
安

定
性

を
評

価
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

例
え

ば
、

近
傍

の
敵

対
的

デ
ー

タ
に

よ
る

攻
撃

を
防

御
す

る
技

術
の

適
⽤

が
推

奨
さ

れ
る

。
敵

対
的

デ
ー

タ
を

⽣
成

し
て

安
定

性
を

評
価

す
る

技
術

、
敵

対
的

デ
ー

タ
の

攻
撃

を
受

け
に

く
く

す
る

訓
練

技
術

、
敵

対
的

デ
ー

タ
の

動
的

検
知

技
術

等
が

あ
る

。
こ

れ
ら

の
技

術
を

適
⽤

す
る

こ
と

は
容

易
で

は
な

い
が

、
現

在
、

そ
の

た
め

の
実

⽤
的

な
開

発
・

評
価

す
る

た
め

の
環

境
整

備
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

62
近

傍
デ

ー
タ

に
対

す
る

安
定

性
を

保
証

す
る

こ
と

ー
ー

ー
ー

ー
ー

63

 
レ

ベ
ル

３
で

は
、

近
傍

デ
ー

タ
に

対
し

て
⼀

定
の

安
定

性
を

も
つ

こ
と

を
保

証
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

例
え

ば
、

近
傍

に
は

敵
対

的
デ

ー
タ

が
存

在
し

な
い

こ
と

を
保

証
す

る
技

術
等

が
あ

る
。

こ
れ

ら
の

技
術

は
ま

だ
研

究
段

階
で

あ
る

が
、

将
来

的
に

は
レ

ベ
ル

３
で

の
適

⽤
が

期
待

さ
れ

る
技

術
で

あ
る

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
特

に
化

学
プ

ラ
ン

ト
で

は
発

⽣
す

る
デ

ー
タ

の
不

確
実

性
が

⾼
い

た
め

、
学

習
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
近

傍
の

デ
ー

タ
に

対
す

る
安

定
性

に
注

意
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
新

規
銘

柄
追

加
が

多
い

プ
ラ

ン
ト

の
場

合
、

発
⽣

す
る

デ
ー

タ
が

学
習

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

近
傍

の
も

の
が

多
く

な
る

た
め

、
安

定
性

に
注

意
が

必
要

で
あ

る
こ

と
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

・
ど

の
よ

う
な

汎
化

性
能

の
測

定
が

適
切

か
、

議
論

・
整



あ
り

ま
せ

ん
か

？

1
64

利
⽤

す
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

は
、

信
頼

で
き

る
実

績
を

持
つ

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

等
を

選
定

し
、

そ
の

選
定

経
緯

を
記

録
す

る
こ

と
。

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

活
⽤

す
る

場
合

、
実

績
を

確
認

し
、

そ
の

選
定

経
緯

を
記

録
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

1
65

選
定

し
た

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

、
そ

の
⽋

陥
の

発
⾒

等
を

運
⽤

期
間

中
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、
必

要
に

応
じ

て
修

正
等

の
措

置
を

と
る

こ
と

。

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

活
⽤

す
る

場
合

、
⽋

陥
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

や
修

正
は

可
能

で
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

1
66

学
習

か
ら

テ
ス

ト
フ

ェ
ー

ズ
に

⾄
る

ま
で

の
環

境
と

、
実

⽤
段

階
で

⽤
い

る
環

境
の

相
違

に
つ

い
て

、
そ

の
影

響
な

ど
を

あ
ら

か
じ

め
検

討
し

て
お

く
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

2
67

利
⽤

す
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

に
つ

い
て

、
検

査
・

実
験

等
に

よ
り

そ
の

信
頼

性
を

⾃
⼰

評
価

す
る

こ
と

。
・

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

を
活

⽤
す

る
場

合
、

検
査

・
実

験
等

で
信

頼
性

を
⾃

⼰
評

価
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

2
68

可
能

な
場

合
に

は
、

SI
L1

相
当

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
信

頼
性

を
得

ら
れ

た
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

⽤
い

る
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

2
69

シ
ス

テ
ム

の
運

⽤
期

間
中

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

健
全

性
の

維
持

に
関

す
る

保
守

体
制

を
必

ず
構

築
す

る
こ

と
。

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

活
⽤

す
る

場
合

、
保

守
体

制
が

整
っ

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

2
70

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
お

よ
び

テ
ス

ト
フ

ェ
ー

ズ
に

お
い

て
は

、
原

則
と

し
て

実
⽤

段
階

で
⽤

い
ら

れ
る

計
算

環
境

（
浮

動
⼩

数
点

精
度

・
モ

デ
ル

規
模

等
）

を
模

倣
し

た
環

境
で

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
・

テ
ス

ト
を

⾏
う

こ
と

。
ま

た
は

、
テ

ス
ト

済
み

学
習

モ
デ

ル
と

実
⽤

環
境

で
の

学
習

モ
デ

ル
の

動
作

の
⼀

致
性

に
つ

い
て

、
何

ら
か

の
検

証
を

⾏
う

事
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

71
SI

L１
（

ま
た

は
シ

ス
テ

ム
の

要
求

す
る

SI
Lレ

ベ
ル

）
の

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

品
質

の
確

認
を

必
ず

⾏
う

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

72
実

⽤
環

境
の

計
算

環
境

で
の

学
習

モ
デ

ル
の

振
る

舞
い

に
基

づ
く

テ
ス

ト
（

ま
た

は
形

式
検

証
な

ど
）

を
必

ず
⾏

う
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

73
ま

た
、

そ
の

モ
デ

ル
と

実
⽤

環
境

で
の

動
作

の
⼀

致
の

確
認

を
、

結
合

テ
ス

ト
以

降
の

段
階

で
必

ず
⾏

う
こ

と
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
以

下
の

よ
う

な
場

合
に

、
機

械
学

習
要

素
の

計
算

量
を

適
切

に
抑

え
ら

れ
る

よ
う

、
考

慮
し

ま
し

た
か

？
- 特

殊
な

環
境

・
デ

バ
イ

ス
で

、
計

算
リ

ソ
ー

ス
が

限
ら

れ
る

場
合

（
エ

ッ
ジ

デ
バ

イ
ス

、
特

殊
な

PC
等

で
計

算
す

る
場

合
）

- 同
じ

デ
バ

イ
ス

上
で

他
の

処
理

も
動

い
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
処

理
へ

の
影

響
が

許
さ

れ
な

い
場

合
 

等

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
シ

ス
テ

ム
を

評
価

す
る

と
き

に
、

外
部

ラ
イ

ブ
ラ

リ
に

対
す

る
単

体
テ

ス
ト

や
シ

ス
テ

ム
テ

ス
ト

を
実

施
し

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
ラ

イ
ブ

ラ
リ

の
サ

プ
ラ

イ
ヤ

と
の

間
で

、
不

具
合

に
対

す
る

責
任

範
囲

は
明

確
に

な
っ

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
OS

 や
 O

SS
 等

の
各

種
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

更
新

頻
度

や
サ

ポ
ー

ト
期

間
を

考
慮

し
て

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
利

⽤
し

て
い

ま
す

か
？

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
に

対
す

る
対

応
や

、
サ

ポ
ー

ト
が

終
わ

っ
た

際
の

対
応

に
つ

い
て

決
め

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
特

に
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ア

ッ
プ

デ
ー

ト
が

あ
る

場
合

な
ど

、
OS

 や
 O

SS
 等

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

に
対

し
て

シ
ス

テ
ム

の
更

新
を

⾏
っ

て
い

る
か

ー
ー

ー
ー

ー

1
74

外
部

環
境

変
化

に
よ

り
シ

ス
テ

ム
の

品
質

が
著

し
く

失
わ

れ
た

と
き

の
対

応
に

つ
い

て
、

あ
ら

か
じ

め
検

討
し

て
お

く
こ

と
。

・
プ

ラ
ン

ト
分

野
に

お
け

る
「

外
部

環
境

変
化

」
を

抽
出

し
ま

し
た

か
？

 
- プ

ラ
ン

ト
の

修
繕

や
経

年
劣

化
、

運
転

条
件

の
変

化
な

ど

ー
ー

ー
ー

ー

1
75

オ
ン

ラ
イ

ン
で

追
加

学
習

を
⾏

う
場

合
に

は
、

予
想

外
の

品
質

の
低

下
が

も
た

ら
す

影
響

に
つ

い
て

あ
ら

か
じ

め
検

討
し

て
お

き
、

必
要

な
場

合
に

は
動

作
範

囲
の

限
定

な
ど

の
シ

ス
テ

ム
的

な
対

応
を

取
る

こ
と

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

1
76

オ
フ

ラ
イ

ン
で

追
加

学
習

を
⾏

う
場

合
に

は
、

前
７

項
に

準
じ

た
品

質
管

理
を

⾏
う

事
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

2
77

製
品

の
利

⽤
状

況
が

許
す

範
囲

に
お

い
て

、
シ

ス
テ

ム
の

品
質

に
つ

い
て

、
動

作
結

果
と

の
対

象
な

ど
か

ら
品

質
劣

化
・

誤
判

断
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
⾏

う
こ

と
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
お

い
て

は
、

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

な
ど

製
品

品
質

以
外

の
要

因
を

⼗
分

に
検

討
す

る
こ

と
。

・
プ

ラ
ン

ト
分

野
に

お
け

る
「

製
品

品
質

以
外

の
要

因
」

を
抽

出
し

ま
し

た
か

？
 

- プ
ラ

ン
ト

事
業

者
か

ら
AI

ベ
ン

ダ
ー

へ
の

デ
ー

タ
開

⽰
の

度
合

い
な

ど

ー
ー

ー
ー

ー

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
追

加
学

習
を

⾏
う

場
合

に
は

、
追

加
学

習
結

果
を

何
ら

か
の

⽅
法

で
定

常
的

に
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す



は
、

製
品

開
発

段
階

同
等

⼿
法

で
テ

ト
⽤

デ
タ

セ
ッ

ト
の

更
新

を
⾏

う
こ

と
。

80
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
等

と
両

⽴
す

る
製

品
品

質
の

監
視

⼿
段

を
、

運
⽤

体
制

を
含

め
て

必
ず

構
築

す
る

こ
と

。
ー

ー
ー

ー
ー

ー

81

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
追

加
学

習
を

⾏
う

場
合

に
は

、
追

加
学

習
結

果
を

シ
ス

テ
ム

に
反

映
す

る
前

に
、

製
品

内
部

で
⼀

定
の

品
質

確
認

を
⾏

う
仕

組
み

を
実

装
し

、
想

定
外

の
品

質
劣

化
が

無
視

で
き

な
い

場
合

に
は

更
新

を
中

⽌
す

る
仕

組
み

と
す

る
こ

と
。

ま
た

、
オ

フ
ラ

イ
ン

で
の

更
新

・
修

正
⼿

段
を

必
ず

確
保

す
る

こ
と

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

82

オ
フ

ラ
イ

ン
で

の
追

加
学

習
に

お
い

て
は

、
運

⽤
で

の
収

集
デ

ー
タ

と
、

シ
ス

テ
ム

初
期

構
築

時
の

テ
ス

ト
⽤

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

、
お

よ
び

同
じ

⼿
法

で
定

期
的

に
更

新
す

る
テ

ス
ト

⽤
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
を

⽤
い

て
品

質
を

管
理

す
る

こ
と

。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
運

⽤
時

品
質

の
維

持
性

を
確

保
す

る
た

め
、

モ
デ

ル
の

再
学

習
・

再
精

度
検

証
が

で
き

る
体

制
を

構
築

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
運

⽤
に

お
け

る
品

質
の

監
視

体
制

が
妥

当
か

ど
う

か
、

現
場

の
プ

ラ
ン

ト
エ

ン
ジ

ニ
ア

に
確

認
を

⾏
い

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

よ
る

部
品

の
交

換
や

調
整

、
設

備
の

改
造

な
ど

に
よ

り
、

発
⽣

す
る

デ
ー

タ
の

特
性

が
変

化
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
に

注
意

し
ま

し
た

か
？

ー
ー


部

材
の

種
類

を
変

え
た

場
合

に
は

、
再

学
習

、
学

習
モ

デ
ル

の
切

替
な

ど
の

対
応

が
必

要
に

な
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

に
留

意
す

る
。

ー
ー

ー
ー

・
デ

ー
タ

特
性

の
変

化
を

把
握

す
る

た
め

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー


最

異
常

ー
ー

・
製

品
の

成
分

値
が

変
化

す
る

と
、

発
⽣

す
る

デ
ー

タ
の

特
性

が
変

化
す

る
可

能
性

が
⾼

い
た

め
、

モ
デ

ル
の

再
学

習
・

再
精

度
検

証
が

必
要

と
な

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た

か
？

ー
ー


変

化
す

る
製

品
成

分
値

の
範

囲
に

対
し

て
、

製
品

成
分

値
の

⼊
⼒

時
に

品
質

が
維

持
さ

れ
て

い
る

か
注

意
す

る
。

ー
ー

ー
ー

・
設

備
の

周
辺

状
況

や
運

転
⼿

順
な

ど
の

前
提

条
件

が
変

化
し

た
場

合
、

モ
デ

ル
の

再
学

習
・

再
精

度
検

証
が

必
要

と
な

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た

か
？

ー
ー


対

象
設

備
そ

の
も

の
だ

け
で

な
く

、
周

辺
の

状
況

を
含

め
、

当
初

想
定

し
て

い
た

環
境

要
因

な
ど

の
前

提
条

件
か

ら
逸

脱
し

て
い

な
い

か
確

認
す

る
。


化

学
系

プ
ラ

ン
ト

で
は

特
に

外
部

環
境

の
変

化
（

⽇
照

条
件

、
⾵

向
き

な
ど

）
の

機
械

学
習

要
素

へ
の

影
響

が
⼤

き
い

た
め

、
隣

接
す

る
設

備
の

撤
去

や
変

更
な

ど
、

対
象

設
備

の
直

接
的

変
更

で
な

い
場

合
で

も
、

対
象

設
備

の
外

部
環

境
に

影
響

す
る

変
更

に
留

意
す

る
。


設

習
要

す
る

ー
ー

・
運

⽤
時

に
収

集
し

た
デ

ー
タ

で
も

定
期

的
に

精
度

検
証

を
⾏

う
こ

と
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー


運

⽤
段

階
で

撮
影

し
た

画
像

で
の

精
度

検
証

を
⾏

う
。

「
⽬

視
点

検
要

」
と

判
定

さ
れ

実
際

に
⽬

視
点

検
を

実
施

し
た

結
果

を
記

録
し

、
こ

れ
と

対
照

し
て

、
判

定
精

度
が

低
い

場
合

は
、

判
定

に
⽤

い
た

⼊
⼒

画
像

や
モ

デ
ル

を
重

点
的

に
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

ー
ー

ー

ー
ー

・
経

年
劣

化
の

進
⾏

が
早

い
と

想
定

さ
れ

る
場

合
、

こ
れ

に
応

じ
て

精
度

検
証

、
学

習
モ

デ
ル

の
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
の

頻
度

を
設

計
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー


対

象
設

備
の

⽣
産

負
荷

に
応

じ
た

経
年

劣
化

の
進

⾏
を

想
定

し
、

精
度

検
証

、
学

習
モ

デ
ル

の
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
の

頻
度

を
設

計
す

る
。

ー

ー
ー

・
（

経
年

劣
化

で
は

な
く

）
対

象
設

備
を

⼤
規

模
に

修
繕

し
た

場
合

は
、

そ
の

都
度

精
度

検
証

、
学

習
モ

デ
ル

の
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
が

必
要

と
な

る
こ

と
を

確
認

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー


（
経

年
劣

化
で

は
な

く
）

対
象

設
備

を
⼤

規
模

に
修

繕
し

た
場

合
は

、
そ

の
都

度
精

度
検

証
、

学
習

モ
デ

ル
の

チ
ュ

ー
ニ

ン
グ

が
必

要
と

さ
れ

る
。

ー

ー
ー

・
機

械
学

習
に

よ
ら

な
い

従
来

⼿
法

の
結

果
と

の
対

照
や

、
実

際
の

結
果

を
踏

ま
え

て
機

械
学

習
要

素
の

精
度

等
を

確
認

し
ま

し
た

か
？


既

存
⼿

法
に

よ
る

交
換

要
否

判
断

や
、

実
際

の
交

換
時

の
配

管
の

状
態

等
を

踏
ま

え
、

実
際

の
正

解
度

や
⾒

落
と

し
の

有
無

を
検

証
す

る
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

特
に

精
度

の
維

持
が

求
め

ら
れ

る
場

合
、

予
め

モ
デ

ル
構

築
時

の
前

提
や

教
師

デ
ー

タ
類

を
整

理
し

て
お

き
、

運
⽤

開
始

後
の

変
更

管
理

を
準

備
し

ま
し

た
か

？


本

ケ
ー

ス
は

特
に

精
度

の
維

持
の

重
要

性
が

⾼
い

た
め

、
モ

デ
ル

構
築

時
の

前
提

、
教

師
デ

ー
タ

類
を

整
理

し
て

お
き

、
運

⽤
開

始
後

の
変

更
管

理
に

お
い

て
都

度
確

認
す

る
。

ー
ー

ー
ー

ー
ー

必
要

に
応

じ
て

機
械

学
習

要
素

の
出

⼒
の

範
囲

を
限

定
す

る
こ

と
を

検
討

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー


最

す
る

械
学

⾏
う

ー
ー

運
⽤

時
の

品
質

を
確

認
す

る
上

で
の

前
提

（
出

⼒
の

想
定

範
囲

や
、

設
備

の
条

件
設

定
等

）
を

確
認

し
ま

し
た

か
？

ー
ー

ー
ー


想

運
転


運

条
件

ト
ダ

要
素

ー
ー

・
実

運
⽤

で
し

か
収

集
で

き
な

い
デ

ー
タ

を
記

録
す

る
仕

組
み

を
構

築
し

て
い

ま
す

か
？

運
⽤

で
発

⾒
し

た
エ

ラ
ー

や
多

様
性

に
対

応
し

た
デ

ー
タ

を
確

保
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー



ー
ー

ジ
を

持
た

せ
た

性
能

⽬
標

し
て

ま
す

か
？

性
能

劣
化

の
検

出
を

⼈
間

も
し

く
は

 A
I シ

ス
テ

ム
が

判
断

す
る

設
計

に
な

っ
て

い
ま

す
か

？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
学

習
⽤

デ
ー

タ
セ

ッ
ト

の
バ

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
増

え
た

際
で

も
検

証
が

で
き

る
よ

う
に

、
交

差
検

証
の

⽅
法

を
決

め
て

い
ま

す
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
訓

練
デ

ー
タ

の
特

性
変

化
や

出
⼒

の
追

加
等

に
よ

り
再

学
習

を
⾏

っ
た

結
果

、
再

学
習

前
の

性
能

に
対

す
る

劣
化

は
許

容
可

能
と

な
っ

て
い

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
AI

 モ
デ

ル
の

更
新

を
⼿

動
で

は
な

く
⾃

動
で

実
施

す
る

際
に

、
AI

 モ
デ

ル
の

特
性

変
化

や
性

能
変

化
が

許
容

範
囲

で
あ

る
こ

と
を

⼗
分

検
査

で
き

ま
す

か
？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
学

習
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
デ

ー
タ

に
対

し
て

、
性

能
劣

化
に

繋
が

る
悪

意
の

あ
る

デ
ー

タ
の

混
⼊

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

ま
す

か
？

も
し

く
は

、
学

習
前

に
悪

意
の

あ
る

デ
ー

タ
を

排
除

す
る

機
構

が
あ

り
ま

す
か

？

ー
ー

ー
ー

ー

ー
ー

・
運

⽤
中

の
推

論
に

利
⽤

す
る

⼊
⼒

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、

異
常

な
動

作
に

繋
が

る
よ

う
な

異
常

ま
た

は
悪

意
の

あ
る

デ
ー

タ
を

排
除

で
き

る
仕

組
み

が
あ

り
ま

す
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
再

学
習

し
た

モ
デ

ル
の

配
信

⽅
法

を
検

討
し

ま
し

た
か

？
ー

ー
ー

ー
ー

ー
ー

・
リ

リ
ー

ス
し

た
 A

I の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
異

常
が

発
⽣

し
た

場
合

、
迅

速
に

ロ
ー

ル
バ

ッ
ク

を
⾏

う
仕

組
み

が
あ

り
ま

す
か

？
ー

ー
ー

ー
ー
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消 防 危 第 2 7 3 号 

消 防 特 第 1 4 7 号  

令和２年 11月 17日  

 

石 油 連 盟 会 長 

一般社団法人日本化学工業協会会長 

石 油 化 学 工 業 協 会 会 長 

一般社団法人日本鉄鋼連盟会長 

電 気 事 業 連 合 会 会 長 

全国石油商業組合 連合会 会長 

公益社団法人全日本トラック協会会長 

日本危険物物流団体連絡協議会会長 

日 本 塗 料 商 業 組 合 理 事 長 

 

消防庁危険物保安室長 

消防庁特殊災害室長 

 

プラント保安分野における AI信頼性評価ガイドライン等の送付について 

 

 プラント等における危険物施設は、使用期間の長期化傾向が見られる中、AI・IoT等のデ

ジタル技術の活用により、より効果的に予防保安・維持管理を実現することが重要であり、

プラント事業者においても、自主保安等のために AIを導入する事例が見られているところ

です。 

 これを踏まえ、消防庁では、厚生労働省、経済産業省と共同で開催している「石油コンビ

ナート等災害防止３省連絡会議」において、プラント事業者が AIを導入する際の課題解決

に資するため、導入する AIの信頼性を事業者が評価するための考え方を示した「ガイドラ

イン」及びプラントにおける AI 導入成果等をまとめた「事例集」を、別添１のとおり取り

まとめましたのでお知らせします。 

貴職におかれましては、貴団体の加盟各社に対して、この旨周知してくださいますようお

願いいたします。 

なお、このことについては、別添２のとおり、都道府県等に対しても通知しています。 

 

 

 

 

殿 

（問い合わせ先） 

消防庁危険物保安室 

特殊災害室 

担当： 勝本 

TEL 03-5253-7524 

FAX 03-5253-7534 




